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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 奨学金貸付 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

青少年・スポーツ課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

条例・規則

なし

3

16

２５年度

1

　

修学困難な者に対し貸付を行うことで、将来社会に貢献する人材育成を目指す。

（枚）募集チラシ配付数（区立中３全員）

（人）

16

804

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

東京都台東区奨学資金等に関する条例、東京都台東区奨学資金等に関する条例施行
規則

　

[終了予定]

なし

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

１．奨学資金等の貸付
　（１）入学準備金　　　100,000円以内
　（２）奨学資金　　　　　公立高校等　：　18,000円以内(月額）　　　私立高校等　：　30,000円以内（月額）
２．私立高校等入学資金の貸付
　　　　入学資金　　　　500,000円以内

（人）

 [施　　策]

経済的事由により高校等への入学又は修学困難な区民又はその父母

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

800

20

765

13

784

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

返還滞納者へ効果的な取組みが必要であるが、その他貸付業務においては特段問題はない。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 1,170 1,094 0

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

都育英資金など他に類似する制度はあるが、近年の経済状況、社会情勢等からより区民に身近な区が支援
を行う必要性はある。

維持

評
価
結
果

高校授業料無償化等の影響により申請数が減少し、それに伴い貸付数が減少したため。

3 無利子で貸付を行い、支援することで、経済的事由により就学困難な青少年が就学することができている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

経済的事由で修学が困難な者に対して、青少年の人材育成の観点から今後も支援に努めて
いく。

規則を改正し各種様式を整備した。

目的達成度 1

必要性

2,146

81 82

5,376

8,805 6,662

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

7,711 6,662

0

5,472 4,531

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

奨学資金貸付人数(総数)

入学資金貸付人数

指標の名称

3,348

4,434

9,180

　決算額　　(単位：千円) 6,929

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

2,266

64

6,850

0

8,010

12


